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次世代自動車エンジン 

 

 

 現在､次世代の自動車エンジン技術として､

燃料改質エンジンが注目され始めています。

自動車エンジンの燃費向上につながる期待

が大きく、日本の大手自動車メーカー各社が

力を注いでおります｡実は､燃料改質技術の

歴史は長いのですが､これまではコストが見合

わないとして何度も断念されてきました｡ところ

が最近、自動車エンジンで使用されるようにな

った EGR と組み合わせることで､実用化へと一

気に近づいたわけです。 

 

 まず､EGR ですが､これは日本語で｢排気再

循環｣を意味します｡簡単に言いますと､エンジ

ンから出た排気ガスを再び吸気側に戻し､新

しく吸った空気と混ぜて再度燃焼させて浄化

させるシステムです｡ただ､多くの排気ガスをエ

ンジン筒内に入れると､燃焼速度が下がってし

まう問題があります｡その問題を解決してくれる

のが燃料改質技術です。つまり､ＥＧＲと燃料

改質技術を組み合わせることで､双方の良い

とこ取り(燃費向上＋燃焼速度改善)が可能に

なったわけです。 

 

 では､燃料改質はどんなものか？その字

の通り、自動車燃料を改質して別のものに

変えることです｡ここでは、ガソリン燃料と

排気ガスを改質用触媒で反応させて水素を 
 
 

 
 
作ることになります｡この水素をエンジン筒内で

の吸入空気に混ぜることで燃焼速度を高めるわけ

です。 
 

これによって EGR の燃焼速度の問題を改善し､EGR

で燃費を向上させて､空気も浄化もするということが可

能になったのです｡排気量の違いや貴金属の価格に

もよりますが､排気量 1～2L のエンジンならば､1 万円

以下のコストだとされています｡燃費性能を高め、1 万

円以下の追加コストならば、自動車エンジン技術の進

化に重要な位置付けとなってきそうです。 

 

燃料改質エンジンは、日本政府も実用化を後押しし

ており、国家プロジェクトとしての革新的燃焼技術と

言え、燃料改質は基盤技術の 1 つに位置付けされて

います。早ければ 2018～2019 年頃に実用化される

と言われておりますが､ハイブリッド車に続き、日本が

牽引する自動車技術となってもらいたいものです。 
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当団体は、異なる業種の経営者が相集い、 力を合わせ、自らの研鑚と親睦を通じて、
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